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P
姫路市安田３丁目１番地　　「市役所前」バス停下車／ＪＲ姫路駅から徒歩２０分
姫路市総合福祉会館 ５階　第１・第２会議室

１３：００ ～ １６：００
（開場 12:30）
当事者・経験者、家族、支援者
その他関心のある方どなたでも
 （播磨地域に在住または在勤の方）定員１５０名

（先着順）

相談支援者、教育関係者
定員４０名

１０：００ ～ １１：４５

右のQRコードからGoogleフォームが開きます。
https://forms.gle/4km3v5kTsmaR93LH7

■申込フォーム 当日参加も可能ですが、定員に達した場合は
入場をお断りすることがあります。 申し込み締切

１２月２０日（日）

２０２７年 10:00～16:00１月８日（金）

参加
無料



高校２年で不登校、その後３０代半ばまで断続的
にひきこもり状態をご経験されました。

信頼できる精神科医や同じような経験をした仲間
達と出会い、少しずつ自分を取り戻されました。

２０１２年から、「自分たちのことは自分たちで伝え
よう」と“当事者発信”を開始され、イベント開催や
講演、研修会の講師などの当事者活動をされてい
ます。

一般社団法人ｐｏｌｙｐｈｏｎｙ理事／東京都ひきこも
りに係る支援協議会委員／東久留米市男女平等
推進市民会議議員／厚生労働省「ひきこもり支援
にかかる支援ハンドブックの策定に向けた調査研
究事業」「ひきこもり地域支援センター職員等への
人材養成研修事業」委員／内閣府「就職氷河期世
代支援の推進に向けた全国プラットフォーム」議
員等。

著書に『ひきこもりの真実―就労より自立より
大切なこと』（ちくま新書）、『「ひきこもり」の30年を
振り返る』（岩波ブックレット）などもございます。

林 恭子 氏
一般社団法人ひきこもりUX会議 代表理事

２０１０年、東京大学大学院医学系研究科博士後
期課程を修了。三重県立看護大学、兵庫県立大学
を経て、２０１９年より現職に就かれています。

児童・思春期を対象とした精神科病棟および精神
障害者を対象とした訪問看護の臨床経験から、精
神的な困難を抱える若者とその家族への支援を
テーマに研究活動を行っておられます。

現在は、社会的孤立状態を経験した当事者の目
線で助けになる支援とは何かについての研究に
力を入れておられます。

また、ひきこもり青年をもつ親の支援については、
ライフワークとして取り組み、家族会、ひきこもり
地域支援センター、保健センター等で講演や助言
活動を行っておられます。

著書に『こころの扉が開く ひきこもり状態にある
本人と家族への訪問支援』（医学書院）、『ひきこも
り 親の歩みと子どもの変化』（新曜社）などもござ
います。

船越 明子 先生
神戸市看護大学 看護学部 教授

月曜～土曜 / １０：００～１７：００　（休み　日、祝、第２・４・５土曜日）開所日時
〒６７０‒０９２３ 姫路市呉服町４８ 大手前通りハトヤ第一ビル５・６階所在地
hikikomori@com21.or.jpｍａｉｌ
０７９‒２４０‒６２９９ＴＥＬ
認定特定非営利活動法人コムサロン２１運営

姫路市ひきこもり支援推進事業（ぷちたぷち）

お申込み、お問合せ


